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紹介と批評

故
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
、

ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
編

『
犯
罪
学
大
事
典
　
第
五
巻

　
　
補
遺
と
総
合
索
引
』
、
第
二
版
、

一
九
九
八
年

一
　
こ
の
「
犯
罪
学
大
事
典
」
は
、
実
務
家
の
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・

エ
ル
ス
タ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
リ
ン
ゲ
マ
ン
の
手
で
編
集
さ
れ
、

］
九
三
二
年
と
一
九
三
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
二
巻
か
ら
な
る
初
版

（
全
二
一
五
〇
頁
）
を
全
面
改
定
し
た
、
文
字
通
り
『
犯
罪
学
の
大
事

典
』
で
あ
る
。

　
初
版
は
、
そ
の
当
時
の
犯
罪
学
・
刑
事
政
策
学
の
分
野
で
圧
倒
的

に
リ
ー
ド
し
て
い
た
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
犯
罪
学
の
業
績
が
蓄

積
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
犯
罪
学
関
連
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア

と
し
て
の
名
声
を
博
し
た
”
金
字
塔
”
と
も
い
う
べ
き
「
大
事
典
」

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
巻
の
公
刊
年
度
が
示
す
よ
う
に
、

そ
の
当
時
の
「
ド
イ
ツ
犯
罪
学
」
に
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
偏
狭
な

人
種
理
論
の
蔭
を
色
濃
く
残
し
た
・
犯
罪
生
物
学
〃
の
影
響
が
顕
著

で
あ
っ
た
。
こ
の
大
著
の
〃
今
日
的
な
意
義
〃
を
評
価
す
る
に
は
、

時
代
的
な
制
約
と
部
分
的
な
利
用
価
値
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
同
書
は
、
類
書
が
他
に
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
出
版
後

し
ば
ら
く
し
て
売
り
切
れ
と
な
り
、
増
刷
・
改
定
の
要
望
が
強
か
っ

た
そ
う
だ
が
、
一
九
三
九
年
に
勃
発
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
、
そ
の

戦
後
の
混
乱
、
ド
イ
ツ
犯
罪
学
の
停
滞
な
ど
の
事
情
が
重
な
り
、
そ

の
改
訂
作
業
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
敗
戦
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
り
、
さ

ら
に
は
、
戦
後
の
混
乱
に
よ
る
犯
罪
、
少
年
非
行
の
増
大
に
直
面
し

た
ド
イ
ツ
犯
罪
学
が
、
ア
メ
リ
カ
犯
罪
社
会
学
の
影
響
を
受
け
つ
つ

再
起
を
始
め
た
一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
「
犯
罪
学
大
事
典
」
の
改

訂
作
業
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
”
月
刊
犯
罪
学
と
刑
法
改
正
”
の
編

集
を
担
当
し
、
。
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
連
合
”
の
会
長
で
あ
り
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
の
”
刑
法
・
犯
罪
学
”
と
．
少
年
法
・
少
年
補
助
”

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
所
長
を
兼
ね
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
長
を
も
兼

ね
て
い
た
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
主
宰

す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
助
手
で
あ
っ
た
ヘ
ル
バ
ー
ト
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
が

編
集
助
手
を
勤
め
て
、
刊
行
の
進
行
に
協
力
し
た
。

二
　
第
二
版
第
一
巻
は
、
一
九
六
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
（
＞
冨
『
－

巴
き
冨
か
ら
丙
ユ
B
ヨ
巴
σ
互
○
讐
Φ
ま
で
三
七
項
目
、
五
一
九
頁
）
。

改
訂
作
業
の
終
了
ま
で
に
は
、
な
お
、
補
遺
と
総
合
目
次
、
事
項
索

引
か
ら
な
る
第
五
巻
（
一
九
九
八
年
）
ま
で
、
三
二
年
の
歳
月
を
費
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や
し
た
。
第
一
巻
の
序
文
に
よ
る
と
、
「
改
訂
版
」
は
、
全
三
巻
を

予
定
し
、
二
一
分
冊
を
順
次
刊
行
す
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
一
巻
が
出
た
↓
九
六
六
年
に
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
は
六
三
歳
で
あ

り
、
定
年
が
間
近
で
あ
っ
た
。
予
定
通
り
原
稿
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
巻
以
後
の
刊
行
に
は
、

一
九
六
九
年
に
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
の
下
で
教
授
資
格
を
得
て
、
一
九
七

一
年
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
教
授
に
就
任
し
た
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ

ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
編
集
の
責
任
を
負
っ
た
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に

と
っ
て
は
、
「
犯
罪
学
大
事
典
」
は
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で

あ
り
、
恩
師
か
ら
受
け
継
い
だ
終
生
の
大
事
業
と
も
言
う
べ
き
仕
事

で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
そ
の
全
容
を
紹
介
す
る
。
第
二
巻
（
一
九
七
六
年
刊
、

内
ユ
ヨ
言
巴
ω
o
巴
o
δ
讐
o
か
ら
勾
鋤
q
ω
o
げ
ヨ
葺
巴
ヨ
轟
σ
轟
⊆
o
ゴ
ま
で

二
四
項
目
、
五
六
四
頁
）
、
第
三
巻
（
一
九
七
七
年
刊
、
勾
Φ
o
算
ω
ー

ヨ
a
窪
巴
o
穿
8
か
ら
N
毛
≡
ぎ
窃
8
鵠
魯
⊆
コ
鵬
ま
で
三
二
項
目
、

七
一
二
頁
）
、
第
四
巻
（
一
九
七
九
年
刊
、
追
録
、
二
四
項
目
、
五

六
一
頁
）
、
第
五
巻
（
一
九
九
八
年
刊
、
補
遺
三
七
項
目
、
犯
罪
学

の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
、
総
合
目
次
、
事
項
索
引
、
七
七
一
頁
）
で
あ

り
、
全
部
で
一
五
四
項
目
、
総
頁
三
一
二
七
頁
の
文
字
通
り
浩
翰
な

「
犯
罪
学
大
事
典
」
と
な
っ
た
。
第
二
版
で
は
、
第
一
版
と
は
異
な

り
、
字
句
の
解
説
に
類
す
る
小
項
目
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二

巻
以
降
、
各
巻
は
、
犯
罪
学
の
国
際
的
発
展
に
貢
献
し
た
研
究
者
に

捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
巻
は
、
吉
益
脩
夫
博
士
、
第
三
巻
は
、
ヘ

ル
マ
ン
・
マ
ン
ハ
イ
ム
博
士
、
第
四
巻
は
、
六
八
歳
で
ア
メ
リ
カ
の

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
客
死
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
犯
罪
学
者
力
ー
ル
・
オ

ッ
ト
ー
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
セ
ン
博
士
、
第
五
巻
は
、
一
九
八
0
年

に
逝
去
さ
れ
た
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
の
思
い
出
に
捧
げ
ら
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
吉
益
博
士
の
論
文
「
双
生
児
の
研
究
」
は
、

第
三
巻
の
巻
末
を
飾
っ
て
い
る
。

三
　
犯
罪
学
の
分
野
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、
「
ニ
ュ
ー
・

ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
台
頭
、
「
ラ
ベ
リ
ン
グ
論
」
、
「
ラ
デ
ィ
カ

ル
。
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」
、
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
。
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」

等
、
百
花
練
乱
（
P
）
と
も
言
う
べ
き
時
代
に
入
っ
た
。
第
二
巻
の
刊

行
が
一
〇
年
も
遅
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
事
実
、
第
一
巻
の
執
筆
陣
と
テ
ー
マ
を
見
る
と
、
一
九
六

〇
年
代
の
第
一
人
者
が
古
典
的
な
犯
罪
学
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
v
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
公
務
犯
罪
）
、
フ
リ
ー

ト
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
ゥ
ル
（
非
社
会
性
及
び
犯
罪
生
物
学

の
二
項
目
）
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（
放
火
）
、
ギ
ュ
ン

タ
ー
・
ズ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ー
（
窃
盗
と
少
年
犯
罪
の
二
項
目
）
、
ウ
ド
・

ウ
ン
ド
イ
ッ
チ
ュ
（
法
廷
心
理
学
）
、
ベ
ル
ト
ホ
ル
ト
ニ
、
、
ユ
ラ
ー

（
法
医
学
）
、
エ
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
刑
事
司
法
史
）
、
ゲ
オ
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ル
ク
・
K
・
ス
ト
リ
ュ
ッ
プ
（
治
療
処
遇
）
、
カ
ー
ル
・
ぺ
ー
タ
ー
ス

（
少
年
刑
法
）
な
ど
の
顔
触
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
巻
と

第
三
巻
の
内
容
に
も
、
企
画
の
段
階
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
た

ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
教
授
の
発
想
が
反
映
し
て
い
る
。
第
二
巻
で
は
、

v
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
犯
罪
社
会
学
）
、
ト
ー
マ
ス
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ガ
ー
（
芸
術
品
の
偽
造
及
び
組
織
と
研
究
所
の
二
項
目
）
、
ヘ
ル
ム
ー

ト
・
エ
ア
ハ
ル
ト
（
精
神
医
学
）
、
第
三
巻
で
は
、
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ン

ハ
イ
ム
（
累
犯
と
予
測
）
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ク
レ
ブ
ス
（
保
安
監
置
）
、

ロ
ー
タ
ー
・
フ
レ
ー
デ
（
行
刑
・
歴
史
）
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
従
っ

て
、
犯
罪
学
の
そ
の
後
の
展
開
を
考
慮
し
た
と
き
、
「
追
録
」
や

「
補
遺
」
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
理
解
出
来
る
。
も

っ
と
も
、
第
四
巻
に
は
、
遅
れ
て
寄
稿
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
項
目
が

多
く
、
な
か
に
は
、
か
な
り
重
要
な
事
項
が
あ
る
。
例
え
ば
、
刑
事

手
続
法
の
改
正
（
ハ
イ
ン
ツ
・
ツ
ィ
ッ
プ
）
、
刑
の
量
定
と
誤
判
の
二

項
目
（
カ
ー
ル
・
ぺ
ー
タ
ー
ス
）
、
拘
禁
の
心
理
学
（
ル
ド
ル
フ
・
ジ

ー
ヴ
ァ
ー
ツ
）
、
少
年
行
刑
（
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・
べ
ー
ム
）
等
で
あ

る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
第
四
巻
の
第
一
分
冊
は
、
一
九
七
七
年
に
出

て
い
る
。
そ
の
巻
頭
に
は
、
］
九
七
五
年
の
冬
学
期
に
、
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
大
学
の
犯
罪
学
研
究
所
て
一
二
回
に
わ
た
り
行
っ
た
「
日
本
の

犯
罪
と
刑
事
政
策
の
現
実
」
と
題
す
る
私
の
特
別
講
義
の
原
稿
が
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
の
連
名
の
論
文
「
比
較
犯
罪
学
日
日
本
」
と
し
て
公

刊
さ
れ
て
い
る
。

四
　
第
四
巻
公
刊
後
一
九
年
を
経
過
し
て
、
一
九
九
八
年
に
完
成
し

た
第
五
巻
は
、
全
体
の
補
完
の
性
格
が
あ
る
。
こ
の
巻
は
、
三
分
冊

か
ら
な
り
、
そ
の
第
一
分
冊
は
一
九
八
三
年
、
第
二
分
冊
は
一
九
九

］
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
第
三
分
冊
の
完
成
に
は
七
年

を
費
や
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
事
実
を
も
っ
て
し
て
も
、
刊
行

責
任
者
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
苦
労
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
二
冊

の
う
ち
、
刑
罰
と
処
分
（
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
）
、
刑
法

改
正
（
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ェ
ー
バ
i
）
、
執
行
猶
予
・
保
護
観
察
・
行

状
監
督
（
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ワ
ル
タ
i
）
、
行
刑
”
末
決
と
成
人
教
育
の

二
編
（
ハ
イ
ン
ツ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
閥
デ
ィ
ー
ツ
）
、
高
齢
者
犯
罪
（
エ

ザ
ッ
ト
・
A
・
フ
ァ
ッ
タ
ー
）
、
原
状
回
復
（
テ
ト
レ
フ
・
フ
レ
ー
ゼ

ー
）
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
被
害
者
学
の
二
編
（
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
）
が
重
要
な
項
目
で
あ
る
。

　
第
三
分
冊
は
、
二
二
編
か
ら
な
る
。
そ
の
う
ち
、
暗
数
研
究
（
ハ

ン
ス
・
デ
ィ
ー
タ
i
・
シ
ュ
ウ
イ
ン
ト
）
、
外
国
人
犯
罪
（
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
ゲ
バ
ウ
ア
ー
）
、
比
較
犯
罪
学
・
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
ギ
ュ
ン

タ
ー
・
ク
ロ
イ
プ
ル
）
、
比
較
犯
罪
学
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ア
ン
ド
レ

イ
・
マ
レ
ク
）
の
他
は
、
児
童
犯
罪
と
少
年
犯
罪
、
児
童
の
性
的
虐

待
、
強
姦
、
組
織
犯
罪
、
政
治
犯
罪
、
犯
罪
理
論
、
学
校
、
比
較
犯

罪
学
の
八
編
は
、
編
者
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
自
身
の
筆
に
な
り
、
女
性
犯
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罪
を
執
筆
し
た
ウ
ル
ズ
ラ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
才
媛
の
誉
れ
高
く
、

連
邦
司
法
省
に
勤
め
る
令
嬢
で
あ
る
。
私
と
し
て
、
特
に
指
摘
し
て

お
き
た
い
の
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
著
書
や
編
著
の
序
文
で
し
ば
し

ば
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
原
稿
の
多
く
は
、
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
夫
人
の
手
で
浄
書
、
編
集
さ
れ
た
成
果
で

あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
編
者
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
旺
盛
な
著
作
活

動
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
家
族
の
支
え
が
あ
る
。

五
　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
最
初
に
交
友
関
係
を
持
っ
た
日
本
の
学
者
は
、

西
原
春
夫
さ
ん
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
最
初
に
留
学
さ
れ
た

際
、
同
大
学
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
教
授
の
助
手
を
し
て
い
た
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
知
り
合
い
、
そ
の
交
友
の
成
果
と
し
て
＝
巽
⊆
o

Z
一
昏
ぎ
胃
㊤
＼
＝
四
霧
　
』
o
霧
三
ヨ
　
ω
o
『
口
①
こ
①
ぴ
　
q
⊆
鵬
Φ
コ
α
－

ζ
一
ヨ
ぎ
巴
津
馨
＝
口
α
臼
o
鴨
①
昌
α
鵬
Φ
二
〇
窪
oD
σ
四
詩
o
一
二
p
脳
鋤
も
餌
p
菊
α
』

一
一
。
茜
こ
一
〇
8
｝
o
o
邑
鴇
R
が
書
か
れ
た
。
私
は
、
一
九
六
九
年
一

〇
月
に
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
五
回
全
犯
罪

学
会
で
”
日
本
に
お
け
る
被
害
者
学
的
研
究
”
を
報
告
し
た
折
り
に

知
り
合
い
、
文
通
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
九
月
に
エ
ル
サ
レ
ム

で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
国
際
被
害
者
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
、
親
交

を
深
め
た
。
一
九
七
六
年
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
第
二
回
国
際
被
害

者
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
は
、
次
回
の
会
合
に
関
し
て
、
良
く
話

し
合
い
、
第
三
回
を
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
、
第
四
回
を
東
京
と
京
都
で
開

催
す
る
よ
う
に
決
め
た
。
一
九
七
九
年
に
、
世
界
被
害
者
学
会
を
設

立
し
た
際
、
副
会
長
と
な
り
、
会
長
に
な
っ
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
を
補

佐
し
た
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
一
九
五
七
年
、
ケ
ル
ン
大
学
の
ボ
ー
ネ
教
授

の
下
で
学
位
を
取
得
し
た
直
後
、
指
導
教
授
を
失
い
、
そ
の
後
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
教
授
の
助
手
と
な
っ
た
が
、
そ
の
下
を
離
れ
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
心
理
学
を
学
び
、
一
九
六

七
年
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
助
手
と
な
っ
た
。
そ
の
不
遇
の
時
期
の
影
響
の
た
め
か
、
性
格
的

に
難
し
い
所
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
犯
罪
学
会
で
は
孤
立
し
た
存
在
で

あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
犯
罪
学
に
傾
倒
し
、
伝
統
的

な
ド
イ
ツ
犯
罪
学
に
批
判
的
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
、
テ
ユ
ー
ビ
ン

ゲ
ン
大
学
の
ハ
ン
ス
・
ゲ
ッ
ピ
ン
ガ
ー
教
授
と
反
り
が
合
わ
ず
、
年

齢
的
に
近
い
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
カ
イ
ザ
ー
教
授
と
も
あ
ま
り
仲
良
く
な

か
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
現
れ
が
、
一
九
七
九
年
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で

の
国
際
被
害
者
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
独
力
で
主
催
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
事
情
に
現
れ
て
い
る
。
「
犯
罪
学
大
事
典
」
　
に
、
一
部
の
例
外

を
除
き
、
ゲ
ッ
ピ
ン
ガ
ー
・
カ
イ
ザ
ー
系
の
犯
罪
学
者
が
執
筆
し
て

い
な
い
こ
と
も
そ
の
事
情
を
物
語
る
。

　
と
も
あ
れ
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
三
〇
年
以
上
付
き
あ
っ
て
い
る
私

に
は
、
犯
罪
学
・
刑
事
政
策
、
特
に
、
被
害
者
学
に
対
す
る
真
摯
な
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対
応
と
、
学
問
一
途
な
生
き
ざ
ま
に
共
感
す
る
所
が
多
い
。
ま
た
、

多
く
の
国
際
会
議
に
出
席
し
、
学
問
情
報
を
正
確
に
集
め
、
分
析
し
、

論
文
や
資
料
に
ま
と
め
、
併
せ
て
研
究
報
告
や
講
演
の
形
で
最
新
情

報
の
提
供
に
努
め
る
姿
は
、
研
究
者
の
模
範
で
も
あ
る
（
例
え
ば
、

二
〇
〇
〇
年
代
の
犯
罪
学
理
論
の
動
向
に
つ
い
て
、
＝
．
9

ω
O
プ
ロ
o
一
α
①
ぴ
内
匡
日
ヨ
○
一
〇
讐
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O
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o
↓
ン
o
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ユ
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鋤
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怨
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昌
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ぎ
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ヨ
℃
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鶉
冨
ω
霧
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簿
蒔
信
p
⑯
し
N
8
0
9
ω
』
○
。
刈
｛
い
参

照
）
。
わ
が
国
の
次
の
世
代
の
研
究
者
が
、
今
後
、
国
際
舞
台
で
大

い
に
活
躍
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
国
際
会
議
で
の
対
応
の
在
り
方
、

学
問
情
報
の
収
集
と
伝
達
の
仕
方
な
ど
、
是
非
と
も
参
考
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
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紹介と批評
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